
ゲノム医療実現推進のための
バイオバンク・ネットワーク構築と

バイオバンク利活用促進に関する研究開発 
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東北大学 東北メディカル・メガバンク機構

荻島創一

ゲノム医療実現バイオバンク利活用プログラム

（ゲノム研究プラットフォーム利活用システム）



◆ バイオバンク横断検索システムによるバイオバンク･ネットワークの構築

◆ 試料･情報の利活用促進のための運用支援

によりゲノム医療の実現に向けたバイオバンクの利活用促進に取り組む

ゲノム医療研究開発のためのバイオバンク･ネットワークの構築

AMED ゲノム研究プラットフォーム利活用システム

神戸大学

信州大学
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同意情報

試料品質管理情報

疾患特異的臨床情報

ーム

解析
情報

(シークエンサー)

項目の標準化
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試料品質管理に関する共通項目

SPREC, BRISQ, CAPの国際標準に準拠 3



バイオバンク横断検索システム
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検索

産業界で利用可能な
同意かを検索

病名による検索

解析情報による検索
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検索結果
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協力者 540,784人
試料 1,424,344検体
解析情報 321,135件

解析情報

2023年8月更新

8,535疾患
うち>10   1697疾患

検索対象の試料・情報 試料

7

協力者



バイオバンク･ネットワークの試料･情報の検索

1
試料･情報の利用の問合せ・事前相談2 Webフォームによる利用の問合せ対応

利用窓口による問合せの受付・事前相談

試料･情報の利用申請準備3

試料･情報の利用申請4 共通のWebフォームによる利用申請

利用申請書の作成支援

倫理支援 および 中央倫理委員会による審査

横断検索システムによる検索

検索のサポート

バイオバンク･ネットワークの試料･情報の検索から利用申請まで

手続きの共通化
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利用者

横断検索

希望試料・情報が
３施設のバイオバンク
にあることがわかった

肺線維症の凍結切片が45検体必要だ
横断検索システムで調べてみよう

研究計画
の立案

Aバイオバンク  44検体
Bバイオバンク  3検体
Cバイオバンク  6検体
保有しています

バイオバンク･ネットワークの試料･情報の検索1
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Webフォームによる利用の問合せ対応

利用問合せのWebフォームにて利用窓口へご相談いただければ
バイオバンクのマッチングから事前相談、利用申請までサポートします

問合せ
(Webフォーム)

利用窓口
問合せ受付

検索結果の
アップ
ロード

利用者

横断検索

バイオバンク 

３施設のバイオバンクへ問合せをしたい

試料･情報の利用の問合せ･事前相談2

まず、費用と納期の目安をお知らせします
バイオバンク 1検体の単価(円) 諸経費の目安(円) 納期の目安

Aバイオバンク 22,000 120,000 1.5ヶ月

Bバイオバンク 要相談 要相談 1.5ヶ月

Cバイオバンク 21,500 125,000 要相談

事前相談を行い、利用の見込みが立ち次第、利用申請の準備へ
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利用申請書検索結果の
アップ
ロード

横断検索

作成支援

中央倫理
委員会

試料･情報の利用申請準備3

Webフォーム

研究計画についての
倫理的妥当性の審査

研究計画 倫理
支援

利用申請書の作成支援、倫理支援 横断検索結果、事前相談の内容に基づき支援

利用者

研究計画書

チェックリスト

申請書 共通のWebフォームで
提出できます

倫理審査委員会
承認結果

提出

バイオバンク･ネットワークの試料･情報の
利用のワンストップサービスの構築

利用窓口

試料･情報の利用申請4

利用者

利用窓口
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利用申請システム



バイオバンク･ネットワークが保有する50万人､100万検体の高品質で多様な試

料･情報の利活用促進

横断検索システムの高度化 と 臨床情報の利活用へ

ゲノム医療研究のワンストップでの支援･コーディネートへ

提供者 バイオバンク･ネットワーク アカデミア・産業界

同意取得

民間との協業による研究支援

人対象研究の
デモクラタイズ

中央倫理審査･支援

試料･情報の収集と品質管理のもとでの保管

→ 利用申請システムの整備・提供

試料･情報の適正な研究利用の支援・コーディネート

提供 研究利用

審査･契約

研究支援･コーディネート

信頼
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ニーズ
吸い上げ

情報発信

利活用提案



富山国際大学

高木 利久

NCBN

後藤 雄一,    野入 英世

冨田 努

岡大バイオバンク

森田 瑞樹

慶應義塾大学 西原 広史

日本生物資源産業利用協議会(CIBER)

中江 裕樹, 池田 純子

東北メディカル･メガバンク計画

 荻島創一,      横田 博

大根田 絹子, 長神 風二

野口 憲一

京都大学

武藤 学

東京医科歯科大学

田中 敏博

筑波大学

西山 博之

東京医科歯科大学

吉田 雅幸, 飯田 香緒里

バイオバンク・ジャパン

村上 善則, 松田 浩一

森崎 隆幸, 武藤 香織

わが国のバイオバンクの利活用が促進され、
ゲノム医療実現推進の研究開発が加速されるように
本研究開発を達成するように尽力いたします。

ご静聴をありがとうございました。

神戸大学

松岡 広

信州大学

古庄 知己
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